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はじめに










































きる情報量は、4 ギガバイトに届かない。ちなみに、本書 1 冊の文字情報の量は、お
よそ 200 キロバイトだから、4 ギガバイトは、この本の 2 万冊分に相当する。現実
的に 1 年でこれだけの冊数を読むのは不可能である。」3 と例を挙げた。また岡田は、
人間の脳が主体性を維持し、バランスの良い判断やスムーズな情報処理を行なうため





















　清野隆 4 によれば、戦後（昭和 25 年～平成 18 年）、中学校 3 年生の教科書は 163
冊出版されており、最も掲載の多かった歌は、
A　東の野にかぎろひの立つ見えてかへり見すれば月かたぶきぬ
      （巻 1・48）柿本人麻呂
であり、（94 冊）に採録されている。次いで、
B　田子の浦ゆうち出て見ればま白にそ富士の高嶺に雪は降りける























































するときに見出すべきものが、共感である。AB に関わる（図 1）（図 2）を例に考え
てみたい。





































－ 30 － － 31 －
覚や共感は言語によって見出されるものであり、情報過負荷と情報依存が深刻化し身
体感覚を攪乱し「愛着障害」などの問題を引き起こしているのであれば、「意識して、
自覚的に、丁寧に」身体感覚を呼び戻す術を、言語の教育で見出すことも必要であろ
う。今後は万葉集の学習と関連画像について、身体感覚と共感をキーワードにして深
め、実践研究の視点を複数持つ必要がある。〈見ること〉と身体感覚をつなぐ視点を
再考し、授業プランの研究、教材、教具の作成を目指したい。
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